
産褥期乳牛の亜急性ルーメンアシドーシス

兵庫県立農林水産技術総合センター
淡路農業技術センター

【背景・目的】乳牛の産褥期は給与飼料の激変と給与量の増大によって、第一胃（ルーメン）内環境が不
安定になり、ルーメン液pHが長時間酸性(低い)状態になる亜急性ルーメンアシドーシス(SARA)に陥るリス
クが高い時期とされています。今回、ルーメンpHセンサーを用いて産褥期乳牛のルーメン液pHを長期連
続測定し、SARAの生体への影響を検討しました。

【技術の活用】 SARAの診断指標として、飼養管理状況の把握や予防対策に活用できます。

【成果】分娩後、乾物摂取量の増加に伴ってルーメン液pHは10日目頃まで低下し、低pH(pH5.6>)の時間
や分散（ばらつき）が増大しました。また、SARAになった牛はルーメン液pHと乾物摂取量が低く推移し、
ルーメン液中エンドトキシン活性が高く推移することによる炎症性反応の現れで、血清中アルブミン濃度
が低く推移することが分かりました。
※本研究は、内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)「次世代農林水産業創造技術」によって実施されました。

5.8

5.9

6.0

6.1

6.2

6.3

6.4

6.5

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28

分娩後日数

正常牛

ＳＡＲＡ牛

+ :P<0.10, * *P<0.05

+ +

*

*
* +

+

10

15

20

25

30

２週前 １週前 １週後 ２週後 ３週後 ４週後 ５週後 ６週後 ７週後 ８週後

分娩前後の週次

正常牛

ＳＡＲＡ牛

分娩

*

* : P<0.05

(kg/日)

*

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000

20000

３週前 ２週前 １週前 １週後 ２週後 ３週後 ５週後 ８週後 １２週後

分娩前後の週次

正常牛

ＳＡＲＡ牛

分娩

*

* : P<0.05

(EU/mL)

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

３週前 ２週前 １週前 １週後 ２週後 ３週後 ５週後 ８週後 １２週後

分娩前後の週次

正常牛

ＳＡＲＡ牛

**
*

+ 

(g/dL)

+ :P<0.10, * *P<0.05

分娩

ルーメン液ｐＨ（日平均） 乾物摂取量の推移

ルーメン液中エンドトキシン活性 血清中アルブミン濃度

乾物摂取量とルーメン液ｐＨ

ルーメン液ｐＨと分散ルーメン液ｐＨと低ｐＨ(5.6>)時間

ルーメンｐＨセンサーによるルーメン液ｐＨの
連続測定システム

経口投与 簡易受信機
（畜舎内に設置）

パーソナルコンピュータに

データを記録

測定値を無線で送信
無線式ｐＨセンサー
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※分娩後、乾物摂取量の増加に伴って

ルーメン液ｐＨが低下
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※分娩後、ルーメン液ｐＨの低下と

ともに、日内のｐＨのばらつきも増大
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※分娩後、ルーメン液ｐＨ

の低下とともに低ｐＨ

（5.6未満）の時間が増大


